








要約 都市近郊の中学校で、小児成人病検診を行った。同じ中学校の 10年前の検診と比較

して、生徒の高脂血症化と肥満者の比率の増加を認めた。のみならず、食事傾向にも歪み

が見られ、小児の成人病対策が必要と考えられた。 


